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ハーセプチン＋パージェタの治療をお受けになる方へ 

★治療スケジュール 

症状や経過に合わせて治療スケジュールが変わることがあります。（ ）内は抗がん剤の成分名です。 

お薬の名前 1日目 2～21日目 

ハーセプチン 
（トラスツズマブ） 

mg 

 
初回は90分、 

2回目以降は30分 

お休み 
パージェタ 

（ペルツズマブ） 

mg 
 
初回は60分、 

2回目以降は30分 

 

★起こりやすい副作用  

これらの副作用が、すべての方に起こるわけではありません。 

〈血液検査からわかる副作用〉 

心障害 

心障害の主な初期症状として、階段や坂道をのぼるだけでも息苦しさを感じる、疲労感が続く、 

咳が多くでる、手足にむくみが生じるなどの症状があります。 

⇒上記のような症状が気になる場合、心臓の病気の既往がある場合は、お知らせ下さい。 

 

〈ご自身でわかる副作用〉 

悪心・嘔吐・食欲不振 
個人差の大きい副作用です。症状に合わせて吐き気止めを使います。ただし、水分もとれない場合

は病院へ連絡して下さい。 

⇒食欲がなくても、水分はしっかりとるようにして下さい。 

下痢 
1 日 3 回以上の排便、もしくは明らかな排便回数の増加がみられた場合は、下痢止めを使用する

場合があります。 

ただし、発熱・嘔吐などを伴う場合は病院へ連絡して下さい。 

⇒脱水を防ぐために、下痢または軟便の時は、水分をしっかりとりましょう。 

インフュージョン・リアクション 
投与中から投与後、アレルギーに似た症状が出ることがあります。『寒気』『熱っぽい』 

『発疹が出る』『息苦しい』『めまい』などの症状がおこった時は、すぐに医療スタッフに 

お知らせ下さい 




